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プロジェクト 

4 勝連地域における既存ストックの利活用推進 

プロジェクト 4「勝連地域における既存ストックの利活用推進」 1 
 基本方針との対応   位置図 

（１）消費や滞在の

受け皿となる誘客拠

点の形成 
 
（２）選ばれる地域

となるための 
特色ある魅力づくり 

 
（３）誘客の恩恵を

地域全体に波及させ

るための環境整備 

 

 

      

 取組期間  

短期 
概ね 2030 年度までの 

完了を目指す 
 

中期 
概ね 2035 年度までの 

完了を目指す 
 

長期 
2036 年度以降の 
完了を目指す 

 

      

 担当課・関係課  

担当課 都市政策課、公園整備課 
 

関係課 観光振興課、生涯学習スポーツ振興課、商工労政課 

  出所：国土地理院地図（淡色地図）を加

工して作成 
 2 

位置関係 3 

 4 
  5 
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①背景及び課題 1 
うるま市は 2 市 2 町の合併によって平成 17 年に誕生した経緯・背景から、同2 

種・類似のスポーツ施設の重複が生じており、統廃合や新たな利活用によりストッ3 
クの適正化を図っていくことが求められています。 4 

平成 25 年度に策定された「うるま市公共施設等マネジメント計画」で整理された5 
今後の公共施設のあり方では、勝連地域に立地する勝連総合グラウンドは「維6 
持」、勝連 B&G 海洋センターは「処分」の方向性が示されています。しかし、両7 
施設は周辺の自然環境が豊かなこと、周辺の住宅等が視界に入りにくい立地環境で8 
あること、地元の中高生による現代版組踊「肝高の阿麻和利」の活動拠点であるき9 
むたかホールに近接していること等から、スポーツやアウトドア等の用途での利活10 
用のポテンシャルを秘めていると考えられ、既存計画の方針を念頭に置きつつも利11 
活用の可能性を見出すことが期待されています。 12 

 13 
②対象地・対象施設の概要 14 

ア 勝連総合グラウンド 15 
所在地 勝連平安名 2713 
設置年 昭和 56 年（1981 年） 
面積 25,769 ㎡ 

法規制等 • 第一種中高層住居専用地域 
所有者 うるま市 
運営 指定管理者 

 16 
イ 勝連 B＆G 海洋センター 17 

所在地 勝連平安名 2805 
建築年 昭和 60 年（1985 年）  
構造 鉄筋コンクリート造 
面積 敷地面積：12,223 ㎡ 

延床面積：2,785 ㎡ 
法規制等 • 第一種中高層住居専用地域 
所有者 建物：うるま市 土地：民有地 
運営 指定管理者 

 18 
③関連する主な既存計画・調査等 19 

計画・調査等名称 策定・実施年度 
うるま市公共施設等総合管理計画 平成 28 年度 

うるま市公共施設等マネジメント計画 平成 25 年度 
  20 
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④プロジェクトの方向性  1 
既存計画で示された、勝連総合グラウンドにおける「維持」及び勝連 B&G 海洋2 

センターにおける「処分」の方向性に基づき見込まれる以上の市の財政負担が生じ3 
ないことを原則とし、民間事業者主導での利活用の可能性を検討します。 4 

一定期間の調査を経ても利活用のニーズが把握されなかった場合には、既存計画5 
の方針に基づくストック適正化の推進や、行政主導による事業（都市公園化等）の6 
実施を検討します。 7 

 8 
⑤公民連携の方針 9 

民間事業者による利活用の需要があることがプロジェクトの前提となることか10 
ら、今後数年間で民間事業者に対する情報発信や官民対話を積極的に実施し、民間11 
事業者のニーズの把握を図ります。その結果、地域の将来像の実現に資する利活用12 
の可能性が把握された場合には、公民連携による事業実施に向けた具体的な検討を13 
進めます。 14 
 15 
⑥想定スケジュール 16 

 17 
  18 

短期 中期

2023年度
（令和5年度）

2030年度
（令和12年度）

2035年度
（令和17年度）

民間事業者からの提案の継続募集
供用
開始

民間事業者への積極的な
情報発信や民間事業者との

対話の実施

事業者との
契約等

整備

※早期に民間事業者からの優れた提案が
あった場合等は、当該スケジュールにとらわ
れず前倒しで推進
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プロジェクト 

5 
きむたかホールの機能強化による 

文化観光ネットワークの構築 
プロジェクト 5「きむたかホールの機能強化による文化観光ネットワークの構築」 1 

 基本方針との対応   位置図 
（１）消費や滞在の

受け皿となる誘客拠

点の形成 
 
（２）選ばれる地域

となるための 
特色ある魅力づくり 

 
（３）誘客の恩恵を

地域全体に波及させ

るための環境整備 

 

 

      

 取組期間  

短期 
概ね 2030 年度までの 

完了を目指す 
 

中期 
概ね 2035 年度までの 

完了を目指す 
 

長期 
2036 年度以降の 
完了を目指す 

 

      

 担当課・関係課  

担当課 生涯学習文化振興センター 
 

関係課 プロジェクト推進 2 課、観光振興課 

  出所：国土地理院地図（淡色地図）を加

工して作成 
 2 

位置関係 3 

 4 
  5 
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対象地に立地する施設 1 

 2 
 3 

①背景及び課題 4 
きむたかホールは主に、地域における歴史上の人物を題材にした地元の中高生に5 

よる現代版組踊「肝高の阿麻和利」の公演・稽古等の活動拠点として利用されてい6 
る本格的な設備の整ったホールです。令和 2 年度に策定された「きむたかホール機7 
能強化基本計画」に基づき、同年度に音響設備・舞台照明設備の強化や、誘客強化8 
を図るための駐車場（94 台）の整備を実施しました。しかし、集客や施設運営等の9 
課題に直面し、施設が最大限に活用されているとは言い難い状況となっているた10 
め、施設の有効活用に向けた検討を進める必要があります。 11 

 12 
②対象地・対象施設の概要 13 

ア きむたかホール 14 
所在地 勝連平安名 3071 

建築年月 平成 13 年（2001 年）3 月 
構造・階数 鉄筋コンクリート造、地上 2 階・地下 2 階建 

面積 敷地面積：13,685 ㎡ 
延床面積：5,603 ㎡ 

収容人数 500 人 
法規制等 • 第一種中高層住居専用地域 
所有者 うるま市 
運営 直営 

  15 
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イ 勝連地区公民館 1 
所在地 勝連平安名 3047 

建築年月 平成 11 年（1999 年）1 月  
構造・階数 鉄筋コンクリート造、地上 2 階建 

面積 敷地面積：8,082 ㎡ 
延床面積：2,488 ㎡ 

法規制等 • 第一種中高層住居専用地域 
所有者 うるま市（土地の一部は民有地） 
運営 直営 

 2 
③関連する主な既存計画・調査等 3 

計画・調査等名称 策定・実施年度 
第 3 次うるま市観光振興ビジョン 令和 4 年度 
きむたかホール機能強化基本計画 令和 2 年度 

 4 
④プロジェクトの方向性  5 

きむたかホールの誘客拠点化、世界遺産勝連城跡に隣接する歴史文化施設「あま6 
わりパーク」との連携、肝高の阿麻和利の観光コンテンツとしての更なる強化等を7 
基本的な方向性とします。 8 

 9 
⑤公民連携の方針 10 

きむたかホールは現在、うるま市の直営となっていますが、肝高の阿麻和利を主11 
宰する地域団体等による管理運営体制への移行を検討し、ハードとソフトが一体と12 
なった魅力発信や施設の有効活用の実現を目指します。具体的には、公演による集13 
客のほか、バックステージツアーの実施、修学旅行生や企業研修の受入、演劇を題14 
材としたワークショップの開催等が考えられますが、詳細は主宰団体の意向を踏ま15 
え検討します。 16 

一方、肝高の阿麻和利を主宰する地域団体等は、人的・資金的な活動の制約があ17 
ることも事実です。そのため、本格的な誘客や多角的な活動の展開にあたっては、18 
旅行代理店をはじめとする民間事業者との連携も重要と考えられるため、こうした19 
ソフト面の取組における公民連携を推進します。 20 
 21 
⑥想定スケジュール 22 

 23 
  24 

短期 中期 長期

2023年度
（令和5年度）

2030年度
（令和12年度）

2035年度
（令和17年度）

2036年度～
（令和18年度～）

管理運営の
あり方検討

地域住民、関係団体、旅行代理店等との連携によるソフト面の取組

地域団体等による施設の管理運営
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プロジェクト 

6 島しょの資源を活用した地域振興 

プロジェクト 6「島しょの資源を活用した地域振興」 1 
 基本方針との対応   位置図 

（１）消費や滞在の

受け皿となる誘客拠

点の形成 
 
（２）選ばれる地域

となるための 
特色ある魅力づくり 

 
（３）誘客の恩恵を

地域全体に波及させ

るための環境整備 

 

 

      

 取組期間  

短期 
概ね 2030 年度までの 

完了を目指す 
 

中期 
概ね 2035 年度までの 

完了を目指す 
 

長期 
2036 年度以降の 
完了を目指す 

 

      

 担当課・関係課  

担当課 企画政策課 
 

関係課 
都市政策課、産業政策課、観光振興課、農政課、 
プロジェクト推進 1 課、危機管理課 

  出所：国土地理院地図（淡色地図）を加

工して作成 
 2 

位置関係 3 

 4 
出所：国土地理院地図（淡色地図）を加工して作成  5 


